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市民 ページの

編
集
後
記

■問い合わせ　吉備国際大学学生課（☎�７４２０）

　

早
い
も
の
で
、
平
成
22
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
。
４
月
の

編
集
後
記
で
「
人
事
異
動
で
広
報
紙
担
当
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
…
」
と

書
い
た
の
が
昨
日
の
よ
う
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
取
材
な
ど
で
お
世
話
に
な

り
、
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
た
だ
、

皆
さ
ん
の
気
持
ち
や
思
い
を
全
て
書
く
こ
と
が

で
き
た
の
か
…
。
読
み
や
す
く
、
分
り
や
す
い

紙
面
構
成
だ
っ
た
か
…
。
反
省
ば
か
り
で
す
。

　

４
月
か
ら
、
行
政
情
報
を
映
像
で
皆
さ
ん
に

お
届
け
す
る
「
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
、
活
字
の
「
広
報
た

か
は
し
」
で
は
、
伝
え
ら
れ
な
い
市
民
の
皆
さ

ん
の
表
情
や
取
り
組
み
な
ど
を
、
映
像
で
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
第
一
弾
は
「
三
世
代
同
居
家

族
」
の
良
さ
や
魅
力
を
紹
介
す
る
番
組
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
「
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

来
年
も
「
広
報
た
か
は
し
」「
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�（
Ｋ
・
Ｈ
）

　12月２日（木）に、2010“吉備国際大学クリスマスイルミネーションの
点灯式を行いました。「大学２号館スカイテラス」にジャンボクリスマスツ
リーを設置する12月恒例のイベントで、学生はもちろん、市内の子どもた
ちにも楽しんでいただいています。
　私たち学友会執行委員会のメンバーと大学同窓会の方々とが協力して開
催するこのイベントも今年で７回目。ラッキーセブンの今回初めて、雨天
に見舞われて体育館での開催となりましたが、約300人の参加者があり、パ
ン・ホットドリンクの無料配布や、学生サンタから子どもたちへのクリス
マスプレゼントなどもあり、喜んでいただけたことと思います。
　その他にも、クリスマスソングのブラスバンド演奏や、エコアクション
への取り組み、手話サークルによるクリスマス劇と手話歌、ストリートダ

ンス部によるダンス披露など、さまざまなイベントを行いまし
た。最後には恒例となっている歳末チャリティーのビンゴ大会
を行い“リーチ”“ビンゴ”と多くの方々に盛り上がっていた
だきました。
　来年はこれまで以上のクリスマスイベントとなるよう私たち
学友会メンバーも頑張って企画したいと思っておりますのでぜ
ひ、ご参加ください。お待ちいたしております。

クリスマスイルミネーション開催！

クリスマスイルミネーション点灯期間
　点灯期間：12月27日（月）まで
　点灯時間：17:00～21:00（予定）
　点灯場所：吉備国際大学２号館屋上「スカイテラス」
　　※お車でお越しの際は、指定の駐車場へお願いします。

学友会執行委員会　
企画広報局長　江角知恵璃（前列右から２人目）

市政バス参加者募集
　市民（市内に在住、または通勤する人）の皆さんに、市政へ
の関心と理解を深めてもらうため、市内の公共施設を見学する
市政バスを運行します。
　今回は、生活にかかわりの深い施設を見学するコースです。

▽日時…平成23年２月28日㈪

▽ �見学コース…リサイクルプラザ→クリーンセンター→昼食→浄化
センター→消防署
　※バスの運行時間は参加者募集後に調整します。

▽定員…40人（バス２台）
　※有漢・高梁方面�と�備中・川上・成羽方面
　各１台ずつ送迎予定です。
　※先着順で、定員になり次第締め切ります。
　　�なお、参加者が10人に満たない場合は中止とします。

▽ �参加費…無料。ただし、昼食代実費（1000円程度）をご負担ください。

▽ �申込方法…参加希望者の住所、氏名、年齢、電話番号、送迎バス
乗降希望場所を明記し、はがきかファクスでお申し込みください。
市ホームページからも申し込みできます。

▽申込期限…平成23年１月25日㈫

■問い合わせ・申し込み
〒716-8501〔住所不要〕高梁市役所企画課公聴広報係
� （☎�0210・FAX�1555）
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市民 ページの

記
述
の
中
に
城
主
三
村
実
親
自
刃
の
形
見

と
し
て
「
広
瀬
引
合
と
云
う
紙
（
広
瀬
の

柳
井
家
で
漉す

い
て
い
た
高
級
紙
）
を
取
り
寄

せ
、
一
重
つ
つ
賦と

り
重
か
さ
ね

子し

」
と
あ
り
、
広
瀬

の
檀
紙
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
同
書
松
山
軍い
く
さの

事
」
の
中
に
『
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
三
月
一
日
毛
利
方
が
成
羽
に

陣
を
移
し
、
こ
れ
と
対
し
た
松
山
勢
は
「
広

瀬
の
陣
屋
」（
広
瀬
固
屋
＝
小
屋
）
に
馳は

せ

出
た
が
、
半
月
後
、
毛
利
の
攻
撃
に
堪た

え
ら

れ
ず
三
村
軍
は
松
山
城
へ
引
き
退
い
た
』
と

あ
り
、「
広
瀬
」
の
地
名
が
出
て
い
ま
す
。

　
「
広
瀬
」
の
柳
井
家
で
つ
く
っ
て
い
た
大

高
檀
紙
（
日
本
紙
の
一
種
で
厚
手
で
ち
り
め

ん
の
よ
う
な
し
わ
が
あ
る
）・
釜
敷
紙
は
、

中
世
室
町
時
代
か
ら
有
名
で
、
近
世
に
は
松

山
藩
主
の
献
上
品
の
筆
頭
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
柳
井
家
は
室
町
時
代
周す

防お
う

国
の
柳
井

（
現
柳
井
市
）
か
ら
来
て
紙
漉す
き

に
従
事
し
た

と
い
わ
れ
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
に

は
紙
屋
平へ
い

左ざ

衛え

門も
ん

（
柳
井
）
が
毛
利
輝
元
の

家け

人に
ん

と
し
て
召
抱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
禁き
ん

裏り

（
天
皇
）
様
将
軍
様
御
用
紙
漉す
き

上あ
げ

候そ
う
ろ
うニ

付
広
瀬
村
被
下
く
だ
さ
れ

置お
き

候
そ
う
ろ
う

由よ
し････

」

「
備
中
紙
屋
柳
井
平
左
衛
門
の
事
・
家
人
に

召め
し

置お
き

候
、
彼
者は

抱
か
か
え
る

所
為た
め

給
地
可つ
か
わ

遣す
べ
く

由
、

可も
う

申し

付つ
け
る

也
」「
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）

一
二
月
輝
元
公
御
書
判
」
な
ど
と
記
録
が

残
っ
て
い
て
（「
柳
井
家
由
緒
書
」
＝
「
県

古
文
書
集
」）
と
あ
り
、
御
用
紙
を
漉
く
特

権
業
者
と
し
て
全
国
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
幕

末
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
広
瀬
」
に
は
真
言
宗
善
通
寺
派
大
嶽
山

法
林
坊
と
い
う
古こ

刹さ
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
尊
は

聖
観
音
で
境
内
に
は
立
派
に
陽
刻
さ
れ
た
六

地
蔵
が
立
っ
て
い
ま
す
。
備
中
巡
礼
第
二

番
札
所
で
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
戌
つ
ち
の
え

子ね

三
月
と
あ
り
、
常
夜
灯
に
は
嘉
栄
元
年

（
一
八
四
八
）
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
裏
山

に
、
四
国
八
十
八
カ
所
と
西
国
三
十
三
所
を

模
し
た
石
仏
が
あ
り
ま
す
。

　
「
広
瀬
」
の
産う
ぶ

土す
な

神が
み

で
、
延え
ん

暦り
ゃ
く

三
年

（
七
八
四
）
創
立
と
伝
え
ら
れ
る
八
幡
宮
が

あ
り
ま
す
。
立
派
な
鳥
居
に
は
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
辛
か
の
と

丑う
し

八
月
吉
日
の
文
字
が
目

に
つ
き
ま
す
。
常
夜
灯
に
は
柳
井
勘
左
エ
門

の
名
が
残
っ
て
い
て
、
拝
殿
の
水
引
虹こ
う

梁り
ょ

の

彫
刻
は
み
ご
と
で
、
ま
た
本
殿
の
向こ
う

拝は
い

は
唐か
ら

破は

風ふ

で
か
な
り
手
の
込
ん
だ
神
社
で
す
。
そ

の
ほ
か
水
谷
勝
宗
の
建
立
と
い
わ
れ
る
大
歳

大
明
神
、
森
大
明
神
が
あ
り
ま
す
。

　
「
広
瀬
」
は
近
世
か
ら
松
山
往
来
に
沿
う

場
所
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
対
岸
に
高
瀬
舟
の

川
湊
（
玉
川
町
舟
津
）
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
大
高
檀
紙
で
有
名
な
柳
井
家
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
で
古
く
か
ら
栄
え
た
地
域
だ
っ
た

の
で
す
。

　
「
広
瀬
」
の
地
名
の
よ
う
に
「
瀬
」
の
つ

く
地
名
は
、
海
や
川
沿
い
に
は
多
く
見
ら
れ

ま
す
。「
瀬
」
は
「
川
や
海
の
浅
い
と
こ
ろ
」

と
か
「
急
流
・
早
瀬
」
の
場
所
の
地
名
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
高
梁
川
を
上
下
す
る
高
瀬
舟
の

船
頭
た
ち
に
よ
っ
て
、浅
瀬
や
急
流
に
名
称
を

つ
け
た
と
こ
ろ
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

即
ち
瀬
は
「
淵ふ
ち

」
と
は
対
称
的
な
場
所
な

の
で
す
。
高
梁
川
が
湾
曲
し
て
瀬
が
広
が
っ

た
と
こ
ろ
に
つ
い
た
、
川
の
地
形
を
表
す
自

然
地
名
な
の
で
す
。

�

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　
　
七
十
三
　

　
　
　
　
　
広
　
瀬

地形図（２万５千分の１　図幅「高梁」より）

広瀬駅前のまちなみ

　
「
広ひ
ろ

瀬せ

」
と
い
う
地
名
は
各
地
に
あ
り
ま

す
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
高
梁
市
松

山
に
あ
る
「
広
瀬
」
で
、
伯
備
線
の
「
備
中

広
瀬
駅
」
の
あ
る
地
域
で
す
。

　

高
梁
川
が
湾
曲
し
て
流
れ
る
場
所
の
左
岸

に
位
置
し
、
吉
備
高
原
の
山
々
の
Ｖ
字
谷
が

高
梁
川
の
浸
食
に
よ
り
Ｕ
字
谷
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
形
の
場
所
な
の
で
す
。
こ
の
広
瀬
地

区
は
河こ
う
ち内
谷
付
近
か
ら
下
流
の
広
瀬
駅
に
か

け
て
、
高
梁
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
た
び
た
び

被
害
を
受
け
た
場
所
で
、
特
に
昭
和
九
年
や

四
七
年
の
洪
水
の
と
き
は
備
中
広
瀬
駅
付
近

が
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

高
梁
川
の
狭
い
段
丘
状
の
低
い
場
所
に
集
落

が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
広
瀬
」
は
江
戸
時
代
の
は
じ
め
頃
は
松

山
東
村
（
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
頃
か
ら

原
東
村
）で
し
た
が
、元
禄
八
年（
一
六
九
五
）

頃
か
ら
松
山
東
村
と
松
山
西
村
に
再
編
さ
れ

て
松
山
東
村
に
属
し
、
幕
末
に
至
っ
て
い
ま

す
。「
備
中
誌
」
に
よ
る
と
「
広
瀬
」
東
西

二
二
町
、
南
北
一
里
（
三
・
九
キ
ロ
）
一
一

町
、
枝
村
と
し
て
岸
之
上
・
大
久
保
・
玉
坂

な
ど
と
と
も
に
「
広
瀬
」
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に

新
た
に
高
梁
東
村
と
改
称
し
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
に
は
、
高
梁
西
村
と
合
併
し

て
高
梁
村
と
な
り
、
の
ち
明
治
一
一
年
、
松

山
村
に
改
称
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
大
字
が

複
雑
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
広
瀬
」
と
い
う
地
名
は
古
く
戦
国
時
代

か
ら
備
中
国
上
方
郡
と
し
て
見
え
て
い
て
、

正
確
な
史
料
で
は
な
い
が
天
正
四
年
頃
の
成

立
と
い
わ
れ
る
「
備
中
兵
乱
記
」
に
「
山
田

鬼
身
城
（
現
総
社
市
）
が
没
落
の
事
」
の


